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2本日ご議論いただきたい内容

◼ 本小委員会で詳細設計を行ってきた需給調整市場については、2021年4月１日に開設がなされ、三次調整力②
の取引が開始された。取引については、概ね順調に行われている一方で、複数のエリアで調達不足の状況が継続的
に発生しており、これに関して、先般開催された国の制度検討作業部会（4/26）においては、電力需給調整力取
引所からその時点で想定される要因等を示されたところ。

◼ 今回、需給調整市場検討小委員会事務局としても、取引の実態を整理するとともに、電力需給調整力取引所の
取引会員に対して三次②応札の考え方等についてアンケート調査を行ったうえで、調達不足に係る検討課題につい
て整理したため、これらの内容について本日ご議論いただきたい。



3

1. 取引状況および調達不足の要因等について

2. 今後の検討課題等について



4三次②の取引実績について

◼ 需給調整市場が開設された4月1日以降、三次②の取引は、概ね順調に実施されている。
（落札量は平均で28,000MW/日、約定単価は平均で1.76円/kW・30分）
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5（参考）募集量と応札量の推移 4/1～5/15分

出所）送配電網協議会ＨＰの情報をもとに、広域機関にて作成
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6三次②の調達不足状況について

◼ 他方で、三次②の取引が開始された4月1日以降、全エリア平均で12％程度の調達不足が継続的に発生している。

◼ 不足量をエリア別にみると、東北エリア、中部エリアに集中しており、全体の7～8割を占めている。
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エリア別調達不足量累計
（4/1～5/15 受け渡し分の合計値）

出所）送配電網協議会ＨＰの情報をもとに、広域機関にて作成

：調達不足量※1（左軸）

：調達不足率※2（右軸）

※2 調達不足率＝
募集量
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29%

※1 調達不足量は、全８ブロックの全国合計値
※3 四捨五入の関係でエリア毎の割合の合計

が100%とならない

4/1～5/15分



7（参考）エリア別調達不足量の推移 4/1～5/15分
出所）送配電網協議会ＨＰの情報をもとに、広域機関にて作成
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8三次②の落札状況について（自エリア・自エリア以外からの落札状況）

◼ エリア毎の募集量に対する落札の状況については、調達不足率が大きいエリアでは、募集量に占める自エリアからの
落札量の割合が少なくなっており、これは募集量に対して自エリアからの応札量が十分に得られていないことが主な要
因と考えられる。

◼ 他方で、調達不足率が大きいエリアを中心に、相当量を自エリア以外からの落札で充足しており、広域調達の効果
が表れている。

エリア別
調達不足率 2% 28% 3% 31% 24% 7% 11% 0% 1%

募集量に占める自エリアからの落札と自エリア以外からの落札の割合
（4/1～5/15※1の平均値）

出所）送配電網協議会ＨＰの情報をもとに、広域機関にて作成
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9（参考）エリア別募集量と応札量の状況 4/1～5/15
出所）送配電網協議会ＨＰの情報をもとに、広域機関にて作成
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※ 募集量、エリア内応札量の値は、システムトラブルのため市場停止した4/13,5/5を除く日平均値

注）福島県沖地震(2/13)により、複数の電源が
計画外停止したことも影響している



10三次②応札に係る取引会員への調査について

◼ 三次②の取引においては、システムオークションにおいて募集量に対して十分な応札がなされ、調達不足が発生しな
いことが望ましいと考えられるところ、現状は、募集量に対して十分な応札量が得られていない状態を踏まえ、応札側
となる電力需給調整力取引所の取引会員のうち市場取引を実施している会員に対して、応札量算定の考え方や
募集量に対して十分な応札が出来ていない理由等について、アンケート調査等を実施した。

〇実施期間
2021年4月21日～4月28日

〇調査対象
取引会員 11社（市場取引可能な全取引会員。旧一電系10、新電力系1。）

〇主な調査内容
・三次②応札量算定の考え方やその理由（BG最経済計画、ΔkWを含めた計画、その他）
・三次②応札量を増やすために改善すべきと考える制度や市場ルール

〇回答数
11社

【三次②応札量に係る取引会員へのアンケート調査】



11三次②応札量算定の考え方について

◼ 取引会員が三次②応札量を算定するにあたり、BGとしてのkWh最経済計画では停止する発電機を追加起動する
などにより三次②応札を実施している事業者（下表のＢ）がいる一方で、従来のように、BGのkWh最経済計画は
変更せず、BGとしての最経済計画の余力を応札している事業者（下表のＡ）も一定数存在。

◼ 従来の最経済計画で対応している事業者については、ΔkWの供出を踏まえた計画を策定する業務システムの構築
が整っていないこと等が応札量の少ない理由として挙げられている。

◼ また、ΔkWの供出を踏まえた計画で対応している事業者については、商品ブロック（3時間）内における最小供出
可能量を応札していること等が応札量の少ない理由として挙げられている。

A 従来の最経済計画 B ΔkWの供出を踏まえた計画 C その他

事業者数 4社※1 6社 １社

応札の考え方 BGとしてのkWh最経済計画を変更せず、
BG計画の余力や短時間で起動可能な発電
機を原資に応札

BGとしてのkWh最経済計画を変更して、
前日に追加起動可能な発電機や短時間で
起動可能な発電機を原資に応札

需要家と契約したDR
容量を上限に応札

応札量が少な
い主な理由等

・ΔkWの供出を踏まえた計画を策定するシス
テムが整っておらず、またその計画をシステム
外で策定するためには相当の時間を要する
ため対応できていない

・ブロック時間内の最小供出可能量を応札
・全出力帯における最も遅い変化速度で、応
動時間45分を達成できる量を応札

・軽負荷期は、追加起動する発電機の最低
出力を持ち替えられる範囲で応札

・短時間の起動停止回数制約が課せられた
発電機は追加起動の対象外

・追加起動に数日を要する発電機は対象外

・契約容量の増量が
出来ない

※1 短時間で起動可能な発電機のみ有している事業者も含む（実質的にＢに近い）

【アンケートの集約結果：発電計画の策定方法】



12（参考）三次②応札量が少ない理由について

出所）第５０回制度検討作業部会（2021.4.26）資料５をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/050_05_00.pdf

Ａ

Ｂ



13取引会員から寄せられた主な意見

◼ アンケートにおいては、商品ブロック時間の見直しのほか、歯抜け約定防止のための複数ブロック約定といった市場
ルールに関する意見のほか、募集量やMMSシステムに関して意見を頂いており、今後、市場設計を行うにあたって参
考にしていく。

主な意見

応札量／
応札方法

・商品ブロック時間に予備力の少ないコマが含まれると三次②応札量が少なくなるため、ブロック時間を見直しては
どうか（3時間 → 1時間や30分等）。

・応動時間45分を緩和することで応札量を増加可能。
・追加起動の発電機が歯抜け約定とならないよう、連続した複数ブロックの約定が出来るようにしてはどうか。
・事業者の応札に係る時間を確保するため、入札可能時間を拡大してほしい。

募集量 ・三次②募集量が多いのではないか。電源Ⅱ等の余力活用、エリア間融通等により募集量を減少する必要があ
るのではないか。

その他 ・追加調達においてもMMSシステムにより実施してほしい
・MMSシステムへの発電単価登録方法の見直し（単調増加の見直し、1ユニット2価格の登録）
・事業者のシステム構築時間を確保するため、MMSシステムやAPI等の仕様を極力早く公表してほしい
・約定結果や状態変化をMMSで通知してほしい
・未約定でも結果を通知してほしい
・応動実績の適合・不適合を速やかに通知してほしい



14（参考）取引会員の市場参加申し込み状況

◼ 需給調整市場への参加希望者は、市場参加申込→事前審査→契約締結の順に手続きを行う。

◼ 現状、電力需給調整力取引所の取引会員である2４事業者のうち、契約手続きが完了している１１事業者のみ
が市場取引を実施している。その他、事前審査が完了し、契約締結プロセスにある会員は１事業者であり、市場取
引を実施する会員が直ちに増加する状況にはない（2021年5月中旬時点）。

市場参加申込

事前審査

契約締結

市場取引

加入希望者は，申込書を市場運営者に提出。市場運
営者は，取引会員資格審査を行う。

取引会員は性能確認の申請を行い，属地エリアの一般
送配電事業者は，登録された発電機または需要家リス
ト・パターンに含まれるリソースが規定に定める要件に適合
していることを確認する。

所有するリソースについて、事前審査に合格した取引会
員は、属地の一般送配電事業者との間で精算の詳細等
を規定する「需給調整市場に関する契約」を締結

１０件

２件

１１件

１件



15三次②の応札量が少ない要因について ～ 市場ルールに係る詳細要因（1/2）～

◼ ΔkWの供出を踏まえた計画を基に三次②応札を実施している事業者から、応札量が少ない理由として商品ブロック
（3時間）内における最小供出可能量を応札していること等が挙げられている。需給調整市場における取引は、３
時間単位の商品ブロック（８ブロック/日）で行っているところ、今回の三次②調達不足は、この８ブロックのうちブロッ
ク３～６で発生している。

◼ このうち、ブロック6（15～18時）は、昼間帯から点灯帯にかけて太陽光出力が低下するに伴い、残余需要が増加
するという変化の大きいブロックであるところ、応札量は商品ブロック期間を通じて供出可能である必要があるため、
点灯帯の発電余力が少ない時間帯で算出されることが、このブロックにおいて応札量が少ない要因として考えらえる。
なお、これは太陽光出力が増加する朝のブロック３（6～9時）についても同様となる。

残余需要のカーブ ブロック６
応札量（BG）

募集量（TSO）

ブロック期間内で再エネ出力誤差が
最大となる時間帯の値（最大値）

単一ユニットがブロック期間を通じて
供出可能となる値（最小値）

15 18時

太陽光の出力カーブ

電源Ⅱ等
余力

応札量と募集量の算出の
時間帯のずれが調達不足
の要因の一つと考えられる

0

500

1,000

1,500

1 2 3 4 5 6 7 8

ブロック

ブロック毎の調達不足量
（4/1～5/15※の平均値）

[MW]

※ システムトラブルのため市場停止した4/13,5/5を除く



16三次②の応札量が少ない要因について ～ 市場ルールに係る詳細要因（2/2）～

◼ また、調達不足が生じているブロックのうちブロック4、５（9～12、12～15時）は、太陽光出力が大きい際に、残
余需要が少なくなる時間帯であり、特に、軽負荷期においては、BGは計画値同時同量を確保するため、限界費用
の高い発電機の停止等を行うことで対応している。

◼ そのような需給状況において、BGとしては停止予定の発電機を三次②へ応札し、落札した場合は、当該発電機の
運転が求められるため、BGとしては別の発電機の短時間停止が必要となるうえ、実需給で残余需要がさらに低下し
た場合には余剰インバランスを生じるリスクを負うことになる。このため、それらのリスクを回避するために昼間帯において
停止予定の発電機の一部を三次②に応札することを見送っていることが、このブロックにおいて応札量が少ない要因と
して考えられる。

残余需要のカーブ ブロック4

9

太陽光の出力カーブ

ブロック5

12   15時

運転

・三次②用電源は運転継続
BG用電源を抑制または
短時間停止

抑制

・BG需要の低下時も抑制できず
余剰インバランスのリスク

非
調
整
電
源

非
調
整
電
源

BG用電源 三次②電源

停止

※最低出力分はBG計画に計上

※※

＜昼間帯のバランス停止機を
三次②に応札することのBGリスク例＞
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ブロック毎の調達不足量
（4/1～5/15※の平均値）

[MW]

※ システムトラブルのため市場停止した4/13,5/5を除く

※※



17（参考）ブロック毎の募集量と応札量の状況 4/1～5/15
出所）送配電網協議会ＨＰの情報をもとに、広域機関にて作成

：募集量

：エリア内応札量

＜東京＞＜中部＞
募集量：5,422MW

エリア内応札量：2,791MW
募集量： 5,452MW

エリア内応札量：11,547MW

※ 募集量、エリア内応札量の値は、システムトラブルのため市場停止した4/13,5/5を除く日平均値

0

500

1,000

1,500

2,000

1 2 3 4 5 6 7 8

＜東北＞

[MW] 募集量：5,135MW
エリア内応札量：1,248MW

商品ブロック

0

500

1,000

1,500

2,000

1 2 3 4 5 6 7 8

商品ブロック

0

1,000

2,000

3,000

4,000

1 2 3 4 5 6 7 8

0

50

100

150

200

1 2 3 4 5 6 7 8

0

200

400

600

800

1,000

1 2 3 4 5 6 7 8

0

500

1,000

1,500

2,000

1 2 3 4 5 6 7 8

＜関西＞＜中国＞＜北陸＞
募集量： 489MW

エリア内応札量： 561MW
募集量：3,186MW

エリア内応札量：2,648MW
募集量： 4,465MW

エリア内応札量： 9,474MW

商品ブロック

商品ブロック 商品ブロック 商品ブロック



18三次②調達不足時の一般送配電事業者の対応について

◼ 今回の三次②調達不足に対しては、第８回需給調整市場検討小委員会の整理に基づき、不足するエリアの一般
送配電事業者が三次②の追加調達を実施している。この追加調達は、システム外で、オンラインで出力調整可能な
電源等を有する事業者に対して、エリア内→エリア外の順で三次②供出の要請を行い、その際の約定価格について
は、システム約定価格をもとに協議により決定することとなっている。

◼ また、追加調達においても調達不足を解消できない場合は、発電事業者等が策定する最終的な発電計画を踏まえ、
調整力公募した電源Ⅱの余力等を見込むことで不足分に対応している。これまでのところ、追加調達により調達不
足を充足できたのは３割程度であり、調達不足の大部分は電源Ⅱの余力等で対応している状況にある。

需給バランス作成

三次②応札
初回システム
オークション

募集量

約定

＜BG＞ ＜TSO＞

募集量
充足

終了
yes

需給バランス見直し

no

追加調達（個別協議）

募集量
充足

終了

電源Ⅱ余力確認

終了

需給バランス確定
発電計画提出

no

yes

【調達不足量※に対する
追加調達量と電源Ⅱ余力活用の対応割合】

（4/1～5/15 受け渡し分）

追加調達

電源Ⅱ余力活用等

(36%)

(64%)

※ 調達不足量は、全８ブロックの全国合計値



19（参考）調整力が不足する場合の対応策の優先順位

出所）第８回需給調整市場検討小委員会（2019.1.24）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_08_haifu.html



20（参考）三次②取引規程における調達不調時の取り扱い

出所）取引規程別冊（三次調整力②）より抜粋



21（参考）追加調達の約定単価の状況

◼ 追加調達はシステム外での相対取引であり、また約定単価は一般送配電事業者との協議により決定した単価とす
ることとなっており、売り惜しみや価格つり上げの懸念もあるが、これまでのところ、追加調達における約定単価は、一
部を除き、概ねシステムによる約定価格と同等かそれ以下で推移している。

出所）第５０回制度検討作業部会（2021.4.26）資料５をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/050_05_00.pdf



22北本連系線の三次②向け利用可能量について

◼ 北海道ー本州間連系線（北本）については、取引が開始された4月1日以降、三次②向けの連系線利用可能量
がなく、市場取引が分断し、広域調達が出来ない状況となっていた。

◼ これについては、北本の三次②向け連系線利用可能量算定のシステムに不備があることが判明したため、4月27日
以降の取引分について暫定対策を講じたところであるが、その詳細については資料2-2で説明を行う。

北海道・本州間（北本）

4月 5月

北海道→東北 92% 49%

東北→北海道 92% 75%

東北・東京間（相双）

4月 5月

東北→東京 51% 57%

東京→東北 0% 3%

東京・中部間（FC）

4月 5月

東京→中部 28% 53%

中部→東京 76% 56%

中国・九州間（関門）

4月 5月

中国→九州 58% 99%

九州→中国 100% 99%

関西・四国間（阿南紀北）

4月 5月

関西→四国 0% 0%

四国→関西 38% 40%

中国・四国間（本四）

4月 5月

中国→四国 1% 0%

四国→中国 36% 42%

関西・中国間（関中）

4月 5月

関西→中国 0% 0%

中国→関西 20% 3%

北陸・関西間（越嶺）

4月 5月

北陸→関西 27% 17%

関西→北陸 17% 4%

中部・北陸間（BTB）

4月 5月

中部→北陸 12% 11%

北陸→中部 15% 11%

中部・関西間（三重東近江）

4月 5月

中部→関西 73% 82%

関西→中部 55% 50%

三次②向け連系線容量の分断率(4月1日～5月10日）
※MMSシステムトラブルによる市場停止時等は除く



23

1. 取引状況および調達不足の要因等について

2. 今後の検討課題等について



24三次②調達不足の要因等を踏まえた今後の検討事項について

◼ 三次②の取引状況および事業者アンケートで得られた意見等を踏まえると、現時点で考えられる三次②調達不足
に係る要因や課題は以下のとおりであり、それぞれの要因や課題等の改善に向けた検討を進めていきたい。

想定される要因や課題 (本資料) 検討事項例

調
達
不
足

応
札
量

・市場取引を行う取引会員が少なく（11社）、競争が活性化していない (P14)

・市場活性化
市場ルールの改善
市場監視 等

・従来のBG最経済計画における余力のみを市場供出している会員も存在。 (P11)

・ΔkWの供出を踏まえた計画に基づき市場供出するにおいても、商品ブロック(3時間)を
通じての最小値を応札することになる。
また、日中の軽負荷時間帯でBG向け電源を短時間停止することや、余剰インバランス
となることを回避するために、三次②向けに応札する電源数が限られているおそれ

(P15～
16)

募
集
量

・応札可能な量に対して募集量が多いおそれ (P15)

・三次②必要量低減

追加調達
・市場システム外での相対取引であることに加え、約定単価は一般送配電事業者との
協議により決定した単価となるため、効率的な調達ではないうえ、売り惜しみや価格つ
り上げの温床となるおそれ。

(P18～
21)

・市場監視
・システムによる

追加調達 等

三次②調達不足に関する現時点で想定される要因や課題と検討事項例



25市場活性化に向けた検討について

◼ 現時点のように取引会員が実質的にエリア毎に1社であり、また連系線の利用可能量が限られている状況においては、
全ての取引会員が合理的な判断に基づき三次②に応札可能な原資を各エリアにおいて市場供出することが、調達
不足の解消に繋がるものと考えられる。

◼ また、今後、一般送配電事業者が安定供給を維持するために必要な調整力の確保方法は、公募から需給調整市
場に順次移行していくなか、この仕組みを持続的なものとするためには、需給調整市場に多くの事業者が参入し、か
つ十分な応札量が確保されることが求められる。

◼ このため、現状、実質的に各エリアにおいて市場が寡占状態に近い状況にあると考えられることも踏まえ、市場取引に
おいて売り惜しみを行っていないか、あるいは追加調達において価格つり上げが行われていないか等も含め、電力・ガ
ス取引等監視委員会と協調して、取引会員の応札行動について監視、確認を行うとともに、市場ルールの見直し等
による市場活性化に向けた検討を継続的に行っていきたい。

短期的取り組み

中長期的取り組み

・不適正な市場取引が行われていないことの監視
（売り惜しみ、価格つり上げ行為の監視 等）

取引状況の監視
（電力・ガス取引監視等委員会）

市場活性化
（電力広域的運営推進機関）

・市場ルールの見直し
（ブロック時間の検討、調整力向け電源を起動し易

くする仕組み等）
・事業者ニーズの調査 等

応札量を増やす取り組み



26三次②必要量低減に向けた検討について

◼ 三次②の調達不足を解消するためには、取引会員数や応札量を増加させる取り組みを進める一方で、募集量であ
る三次②必要量の低減も必要となる。これについては、調達不足を解消することのみならず、三次②調達に要する
費用についてはFIT賦課金が充当されることも考慮すると、不断の取り組みが必要な事項と考えられる。

◼ 三次②必要量については、本小委において検証プロセスを導入したことに加え、エリア間の不等時性を考慮した共同
調達の仕組みの検討を始めたところ。また、調整力及び需給バランス評価等に関する委員会においては、気象予測
精度の向上に関する取り組みも進めており、引き続き、三次②必要量低減に向けた検討を行っていきたい。

短期的取り組み

中長期的取り組み

三次②必要量低減に向けた取り組み

〇 三次②必要量検証プロセス

〇 エリア間の不等時性を考慮した共同調達による必要量の低減に向けた取り組み

〇 気象予測精度の向上による大幅な太陽光等出力予測外れの抑制

等



27（参考）三次②共同調達の検討

出所）第２０回需給調整市場小委員会（2020.12.11） 資料３をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/files/jukyu_shijyo_20_03.pdf



28（参考）複数の気象モデルの活用について（１／２）

出所）第５６回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2020.12.18） 資料３をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2020/files/chousei_56_03r.pdf



29（参考）複数の気象モデルの活用について（２／２）

出所）第５６回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2020.12.18） 資料３をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2020/files/chousei_56_03r.pdf



30調達不足時の追加調達方法の改善に向けた検討ついて

◼ 調整力の調達不足に対する根本的な解決策としては、応札量の増加、もしくは募集量を減少することにあるが、それ
らの対策に取り組んでもなお調達不足が発生する虞はある。また、2022年度から開始する三次①の取引（前週に
取引実施）においても、同様の状況が生じる懸念もあるところ。

◼ このため、調達不足が生じた場合においても、調整力を効率的に、また公平、透明な形で追加調達が行われるよう、
調整力が不足するエリアの一般送配電事業者が個別にΔkW供出を要請する前に、例えば、システムによる追加
オークション（広域調達）を実施するなどの仕組みを検討してはどうか。

◼ なお、現状、追加調達において調達不足量を充足できるだけの三次②供出量を確保できておらず、電源Ⅱの余力
等により対応していること、また、追加調達は相対取引であり価格決定などにおいて不透明性も存在するため、調達
不足時の当面の対応として、まずは電源Ⅱの余力等による対応可否を確認したのち、それでも三次②必要量が不
足する場合に、追加調達を行うこととしてはどうか。

短期的取り組み

中長期的取り組み

【エリア内】
オンラインで出力調整
可能な電源等から

追加調達

システムによる
追加オークションの実施

【中・長期的取り組み】 【短期的取り組み】

初回オークション
で調達不足発生

追加

【エリア外】
オンラインで出力調整
可能な電源等から

追加調達

エリア内の
電源Ⅱ余力等による

対応可否判断

エリア内の
電源Ⅱ余力等による

対応可否判断



31（参考）調整力が十分に確保できない場合のフロー見直し例

◼ 入札量不足に伴い調整力が十分に確保できない場合に備えたシステムによる追加オークションを検討するにあたって
は、事業者における需給バランスの見直しに要する期間や、連系線の容量登録に係るものも含めたシステム対応の
要否にも配慮して検討を進める必要がある。

需給バランス作成

三次②応札
初回システム
オークション

募集量

約定

＜BG＞ ＜TSO＞

募集量
充足

終了
yes

需給バランス見直し

no

追加調達（個別調整）

募集量
充足

終了

電源Ⅱ余力確認

終了

no

yes

現行スキーム スキーム見直し例

需給バランス作成

ΔkW応札
初回システム
オークション

募集量

約定

＜BG＞ ＜TSO＞

募集量
充足

終了
yes

需給バランス見直し

no

追加調達（個別調整）

募集量
充足

終了

電源Ⅱ余力確認

終了

需給バランス確定
発電計画提出

no

yes

ΔkW応札
追加システム
オークション

約定 募集量
充足

終了
yes

需給バランス見直し

no

需給バランス確定
発電計画提出



32（参考）追加システムオークションのスケジュール例

◼ 前日取引となる三次②については、時間前市場の取引開始時間を踏まえると相当タイトとなる。

◼ 他方で、前週取引となる一次～三次①については、事業者の計画見直し期間も確保したうえで、当該週の週末に
追加オークションを実施することも可能と考えられるのではないか。

入札受付期間

入札〆切
12時 14時

約定
処理

15時

追加調
達用の
市場

スポット
取引

時間前
取引

17時12時

三次②

前週
前日

土日 月 火 水 木 金

三次②

一次～
三次①

入札受付期間
約定
処理

14時 15時14時
入札〆切

追加調
達用の
市場



33三次②調達不足の要因等を踏まえた今後の検討に関するまとめ

◼ 需給調整市場が4月1日に開設され、三次②調整力の取引が開始されたところ、足元における調達不足の状況や
取引会員における応札の考え方等をアンケートにより調査したうえで、現時点で考えられる調達不足の要因や、今後
の検討課題について今回整理を行った。

◼ その内容を踏まえ、今後、以下の事項について検討を進めつつ、引き続き、市場の取引状況を注視していく。

【市場活性化に向けた検討】

• 商品ブロックの在り方の検討等を通じた市場ルールの見直しや、取引会員の応札行動の監視、確認 等

【三次②必要量低減に向けた検討】

• 共同調達の取り組みや気象予測精度向上等による三次②必要量の低減

【調達不足時の追加調達方法の改善に向けた検討】

• システムによる追加オークションの実施 等

• なお、当面の対応として、まずは電源Ⅱの余力等による対応可否を確認したのち、それでも三次②必要量が不
足する場合に、追加調達を行う。


